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○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。
　御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は全員です。

　ただいまから平成２４年第３回上毛町議会定例会を開催します。

　これから、本日の会議を開きます。

　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますのでごらんください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

　本定例会の会議録署名議員に、８番茂呂議員、９番古野議員を指名します。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、会期の決定を議題とします。

　お手元に運営資料を配付しておりますので、ごらんください。

　今期定例会の運営について議会運営委員会に審議をお願いいたしたところ、９月７日に運営委員会を開催いただき、本定例会の会期を本日から２１日までの１１日間とする内容の答申をいただきました。

　お諮りします。今期定例会の会期は議会運営委員会の答申のとおり、本日から２１日までの１１日間といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から２１日までの１１日間とすることに決定しました。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第３、諸般の報告を行います。

　本定例会に提出された議案は、町長から報告１件、決算認定７件、承認１件、条例案１件、予算案１件、その他１件の計１２議案であります。
　次に、本定例会の会期日程を申し上げます。お手元に配付の会期日程表（案）をごらんください。

　本日の会議では議案を一括上程し、町長提出議案については提案理由の説明を受け、総括質疑を行います。ただし、報告第５号並びに議案第３３号の２議案は本日受理・審議・採決し、残りの１０議案は後でお諮りし、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　また、議員から提出された発議１件については、提出者の趣旨説明を受け、質疑を行った後、所管の常任委員会に審査を付託する予定です。
　ここで皆様にお願いいたしますが、本日審議・採決を予定している議案に対する質疑は、後の提案内容の説明に対する質疑にあわせて行っていただきますよう御協力をお願いいたします。

　９月１４日、１５日に本会議を開催し、一般質問を行う予定ですが、１４日に一般質問が全部終了すれば、１５日は休会とします。

　９月１８日を文教・厚生常任委員会、９月１９日を総務・産業・建設常任委員会の開催日にいたしたいと思います。
　９月２１日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告を受け、討論・採決を行います。
　以上の件につきましては、議会運営委員会で協議し決定を受けておりますので、御報告いたします。

　地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長並びに教育委員長に出席の要求をいたしましたところ、お手元に配付の名簿のとおり、説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略いたします。

　日程第４報告第５号、日程第５認定第１号、日程第６認定第２号、日程第７認定第３号、日程第８認定第４号、日程第９認定第５号、日程第１０認定第６号、日程第１１認定第７号、日程第１２議案第３３号、日程第１３議案第３４号、日程第１４議案第３５号、日程第１５議案第３６号、以上１２件を一括上程します。

　提案理由の説明を求めます。
　町長。

○町長（鶴田忠良君）皆さん、おはようございます。それでは、提案理由の説明をいたします。

　本日ここに平成２４年第３回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位には公私ともに御多用の中、万障お繰り合わせの上御参集をいただき、厚くお礼を申し上げます。

　さて、今日我々を取り巻く環境は、政治経済等にわたって国の内外ともに混迷の度が加速し、世界を見てみますと、ヨーロッパの経済危機は脱した感はありますが、シリアの内戦が象徴するように国連さえも内在する各国の国力に基づく思惑があって、解決に失敗撤退し、改めて世界的な代表機関である国連の存在意義の重要性と指導性が問われているというふうに考えております。

　我が国につきましては、政府も国会も期待された役割を十分に果たしたとは言えず、内政も外交も、極論いたしますと、ともに国家存亡にもかかわる危機的状況にあると危惧されます。国民生活の安全・安心はもとよりでありますが、独立国家にふさわしい国づくりも早急に努力されるよう願う次第であります。

　上毛町は、２４年度も半年が過ぎようとしておりますが、当初より計画の事業・行事等おおむね遺漏なく進捗いたしております。
　また、九州北部豪雨災害等も対応は誤りなく推進することが可能となり、議員各位を初め町民の御理解と御協力に深く感謝するところであります。今後も一層の努力を行って、町民の期待に応えてまいる所存でありますので、よろしく御支援・御鞭撻のほどをお願い申し上げます。

　それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。

　今議会に提案しております案件は、報告案件１件、認定７件、専決処分１件、条例案１件、補正予算１件、その他１件の計１２案件であります。
　順次、御説明をいたします。

　報告第５号、平成２３年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、地方公共団体は財政健全化判断比率等を、毎年度、決算の提出を受けた後、速やかに監査委員の審査に付し、その意見を付して議会に報告することとされております。今議会に提出し、平成２３年度においては健全な財政状況であることを報告するものであります。

　認定第１号から認定第７号までの一般会計並びに各特別会計の歳入歳出決算認定についてでありますが、地方自治法第２３３条第１項の規定により、会計管理者より各会計の決算書が提出されましたので、これを８月９日に監査委員の審査に付し、その意見書をつけて議会の認定に付するものであります。一般会計並びに各特別会計とも、事業目的に沿い適切な執行に努めた結果、おおむね目標とする事業の成果が得られた決算となっておると考えております。これもひとえに、議員各位を初め町民の皆様の御理解、御協力のたまものと深く感謝を申し上げる次第であります。
　今後とも町民生活の安全・安心を最優先し、事業の必要性や緊急性に配慮し、多様化する財政需要に的確に対応するとともに、将来を見据えた財政運営に努める所存であります。
　議案第３３号、専決処分の承認を求めることについて。

　一般会計補正予算（第３号）により、７月１４日の九州北部豪雨等により被災いたしました農地及び農業用施設の測量業務委託料と林道と町道の災害復旧工事費を７月３０日付で専決処分いたしましたので、議会に御承認を求めるものであります。

　議案第３４号、上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について。

　本条例においては、現在、瓶の指定袋は１種類のみであり、容量も大きいため、ひとり暮らし家庭、また高齢者等が搬出する利便性を考慮して、小さいサイズの瓶用指定袋を追加するため、別表の一部を改正するものであります。
　議案第３５号、平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）でありますが、今回の補正総額は１億１,３２１万円で、歳入歳出予算の総額は４６億１,３９３万２,０００円となります。
　歳出におきましては、総務費では旧東上公民館用地、通称林田会館を町に所有権移転するための経費と、西友枝体験交流センター「ゆいきらら」の備品購入費を計上いたしております。

　民生費では、平成２３年度の高齢者等在宅生活支援事業費補助金及び放課後児童健全育成事業費補助金の確定により、返還金を計上いたしました。また、新吉富保育所の受水層のポンプの修繕費と放送設備の備品購入費を計上いたしております。

　衛生費では、９月よりポリオ予防接種の生ワクチンが廃止され、より安全性の高いワクチンに変わることで、接種方法や接種回数も変更となるため、これに要する委託費用とともに個別の接種情報を管理する健康管理システム改修業務委託費をあわせて計上いたしております。

　また、子どもインフルエンザ予防接種補助金の対象を小学６年生から中学校３年生まで拡大、助成額も１回につき３,０００円まで助成することとし、あわせて医療機関窓口での精算を可能とするよう、豊築管内の医療機関に事業を委託し実施するに当たり、既定予算を補助金から委託料に組み替え、増額計上いたしております。
　町の環境政策推進のための住宅用太陽光発電システム設置補助金においては、６月までに５１件の申請がありました。予算額に達しましたが、本補助金に対する住民からの要望は依然高く、本町の重点施策であることからも、今回補正予算で追加計上を行うものであります。

　農林水産業費では、町の鳥獣被害防止対策協議会が事業主体となって実施いたします集落ぐるみの有害鳥獣防護柵設置事業に対する補助金と、新規就農者１名に対する青年就農給付金を計上いたしております。

　商工費では、緊急雇用創出基金事業補助金を活用して、地産地消の推進のため、上毛町産農林産物を使った郷土料理を提供する農家レストラン、テイクアウト専門店の設置に伴う、ふるさと手づくり村賑わい創出事業委託料を計上、また高齢者等の交通弱者に対する宅配による買い物支援事業の委託経費を計上いたしました。

　教育費では、友枝小学校の水不足対策のため、補給水増設工事費と、上毛中学校敷地の西側の雑木の整備委託費、また校舎屋上に設置いたします太陽光発電施設整備に伴う設計管理委託料と工事費及び文化財補修工事費を計上いたしました。
　災害復旧費では、さきの九州北部豪雨等により被災した農地災害復旧工事費及び農業用施設災害復旧工事費を計上いたしております。
　今回の補正財源といたしましては、特定財源では国県支出金の学校施設環境改善交付金、農地及び農業用施設災害復旧事業補助金等の補助金を４,２１８万２,０００円、一般財源として地方交付税等で７,１０２万８,０００円を充当いたしております。

　議案第３６号、訴えの提起について。

　登記上、個人所有となっております旧東上公民館、先ほど申し上げました林田会館の用地を実質的に所有する上毛町に所有権移転手続をするに当たり、相続人不在となっている相続財産の所有権を、訴えにより、上毛町に土地所有権を確定するものであり、地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、議会に議決をお願いするものであります。

　以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願いを申し上げまして、提案理由等の説明とさせていただきます。
　どうぞよろしくお願いを申し上げます。
○議長（坪根秀介君）提案理由の説明が終わりました。
　これから提案理由に対する総括質疑を行います。前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、議案内容の説明の際に行っていただくよう御協力をお願いいたします。

　提案理由に対する総括質疑を行います。

　質疑はありませんか。三田議員。

○５番（三田敏和君）１点だけ確認をさせていただきます。先ほど町長の提案理由の説明にもありましたように、国内外の政治というのは非常に緊縛している状況にある中で、今、国会が終わって、党首のという形になっております。そういう中で、特例公債法が成立をしていないと思っております。９月４日に地方交付税が振り込まれることになっておると思いますが、予定金額に対してどのくらい入ったのかまずお聞きしたいと思います。

○議長（坪根秀介君）町長。
○町長（鶴田忠良君）今御質問の案件でございますけれども、地方交付税の減額につきましては都道府県が対象でありまして、市町村については今回対象になっていないと私どもは連絡を受けております。したがいまして、本町につきましては減額になることは多分ないだろうと今のところ考えております。

○議長（坪根秀介君）よろしいですか。
　ほかに質疑はありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）まず最初に一般会計の決算の関係でございますが、町税で５,０００万円の収入未済額が計上されました。いろいろな事情はあると思いますけれども、納税義務をしっかり守って納めてくれた方と未納者で不公平があることに対して、当局としてはどういうふうな立場でおるのか。もう納められないものはしようがないというのか、しっかり徴収を図ってこういう結果になったのか、そこら辺の見解をお尋ねしたいと思います。
　それからもう一つ、今、三田議員から交付税の関係が出ましたけれども、先般、各市町村全国にわたって額が示されておりますが、今回の補正予算の中で、それを上回った金額が計上されておると。今回２５億数千万円上がっており、１２億４,０００万円台というものが示されておると思いますが、約１億２千数百万円の差があるわけですね。この根拠はどこに求めたのか。私はむしろ、今回の決算書の中で、３億５,０００万円に近い不用額が出ておりますが、そういったものを先に財源に求めてくるべきじゃないかなと。まさに今の段階では地方交付税の額というものが極めて不確定であると思うのですが、その辺の見解をひとつ伺います。
○議長（坪根秀介君）税務課長。

○税務課長（福本豊彦君）議員質問の１点目の５,０００万円ほどの未済の関係でございますが、この分につきましては、日々徴収等を心がけてきたところでございます。そういう中で、一体的に県との合同徴収等も展開しながら、滞納者については厳しい対応をしてきました結果、どうしても年度内に徴収できなかった分について５,０００万円が発生したということです。この分につきましては、今後とも引き続き納付の催促をしていきたいと考えております。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）財源の確定ということでありますが、普通交付税につきましては確定しておりますけれども、特別交付税につきましてはまだ未確定でございます。そういう点もありまして、今回財源といたしましては普通交付税のほうでやらせていただいているということでございます。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）税務課長が県との合同徴収を一生懸命やったということでございますけれども、納税義務というのは国民的な一つの義務ですけれども、そういった観点からしますと、こういった金額が、町税の中に５,０００万円というものが収入未済額で上がっておりますが、その方々との間の不公平感はお感じになっているかどうか。
○議長（坪根秀介君）税務課長。
○税務課長（福本豊彦君）当然国民の義務といたしまして納税の義務がございますので、納税者の方にはそういうことも踏まえた部分で納付をお願いしていくという形になろうかと思います。

○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目です。

○６番（安元慶彦君）総務課長、私が言いたいのは、今回２５億九千九百万何がしが上がっていますね、地方交付税の見込み額で。あなた方が一番御存じだと思うんですが、今の段階で、国のほうから示された２４億７,９００万円というものが来ていると思うんですよね。そうすると、１億２,０００万円の差が今のところある。この根拠ですよ。そして、今あなたがおっしゃったように、特交を見込んでの額だということなんですが、私はむしろ、執行残というものが３億４,０００万円ほど見込まれているから、今回の場合あたりは繰越金というものを財源に求めていいんじゃないかという見解を持つわけですよ。その辺はどうですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）そういうことになるかと思いますが、今回の２４億７,９００万円というのは普通交付税の決定額ということでございますが、予算に上げています２５億につきましては、特別交付税も含まれた額でございますので、言わんとすることはわかりますが、一応うちとして普通交付税ということでさせていただいております。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑はありませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）８月１７日に交付金が決定されずという報道もされましたが、全般的にマイナスと。県がマイナス１.５％ですかね。町村においては、大きいところは水巻町が６.何％、川崎町にしても５.何％。本町は何％の減額になっているのか。昨年も私は指摘したんですが、基準財政需要額の算定方法が変わったということでもって、本町の場合、消防や道路の行政サービスのどの部分が算定でもって一番変わっておるのか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず２４年度の普通交付税の決定額でございますが、先ほども言いましたが、２４億７,９４１万５,０００円で、２３年度が２５億３,６１２万２,０００円で、約５,６７０万ほど減額となっております。パーセントでいきますと、９７.８％ということでございます。この原因につきましては、公債費の減ということでございます。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）行政サービスのどの部門が、本町としては一番減額のところになっておるかと。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）この要因につきましては、過疎債等の償還が終了いたしましたので、この分が減ったのではなかろうかというふうに見ております。
○議長（坪根秀介君）亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）では、基準財政需要額の算定の、行政サービスの項目的な単価当たりは変更ないんですか。消防あたりは人口でしょう。今まで面積等もありましたけどね。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）基本的には変わりはないと思います。ただ、先ほど言いましたように、過疎債の終了の分が一番大きいと見ております。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）決算の財政状況についてお伺いいたします。平成２３年度の当初予算で、地方交付税費は前年２２年度比で７.９％増と予算に計上していましたが、決算では２２年度比で９７.６％と減になっています。予算では７.９％増になっていたが、決算ではこういう状況になった理由はなぜなのかをお伺いいたします。

　それから、２３年度の実質収支比率は何％なのか、それから実質単年度収支は幾らなのか。標準財政規模が昨年より小さくなった理由について伺います。
　それから、長期的な財政状況を見るのに知りたいのですが、実質債務残高比率と実質的将来財政負担額比率についてお伺いします。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）まず、普通交付税の関係でございますが、農業行政費の測定単位でございます。農家戸数の減少によりまして、減、要するに人口の減ということでごじます。それと、ピックアップして説明いたしますが、地方再生対策費の減、それから雇用対策・地域資源費の減ということでございます。それと、臨時財政対策債の減が主なものでございます。
　実質収支比率でございますが、２３年度は９.７％でございます。それと、標準財政規模でございますが、３６億５,８１８万７,０００円ということでございます。

○８番（茂呂孝志君）小さくなった理由を。数字はわかるから。

○議長（坪根秀介君）総務課長、理由をお願いします。

○総務課長（川口　彰君）減の理由でございますが、交付税が減ったということで、当然減ったということでございます。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）まだほかにあるたい。実質債務残高比率、実質的将来財政負担額比率。わからなければ委員会で聞きます。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）将来負担比率は、今のところデータ上では負担比率というものはありません。これにつきましては健全化比率のところで改めて説明をさせてもらいますが、今の段階では将来的な負担比率はないということでございます。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、委員会付託を行っていますので、大綱的な質問にとどめてください。

　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）数字を見て全体的に把握するわけですから、まず数字を聞かないとわかりません。
　地方交付税ですが、人口減とかいろいろ理由を言われましたけれども、こういうことはわかっていたと思うんですよね。人口減というのは、うちのまちは毎年人口が減っていますよね。特別どうこう言うことはないと思います。それと、臨時財政対策債の減でありますけれども、２３年度は２８億７,０００万円、２２年度が２億９,４００万円ですから、これは臨時財政対策債が含まれてない数字ですから、臨時財政対策債の減というとに当たらないと思うんですよね。当初地方財政計画でその理由が示されたもとで７.９％増だという説明をされたと思うんですが、当初の地方財政計画とどのように変わったのか御説明願います。

　それから、標準財政規模が小さくなったというのは、交付税が減ったということは答えになっていないと思います。交付税が減ったなら減ったというそれなりの理由があると思うのですが、きちんとした説明を求めます。

　それから、実質収支比率が９.７％というのは非常に大きいのではないですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）２４年度につきましての交付税の算定基礎のことでございますけれども、基本的には国勢調査等によって人口が確定したということでございますので、そこら辺はうちのほうもどう説明していいかわかりませんけれども、あくまでも先ほど説明したとおりに、人口等、それと、一番主なものは、過疎債の終了が一番のメーンでございます。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員、よろしいですか。

○８番（茂呂孝志君）実質収支比率が高いと思うのですがどうですか。

○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）実質収支比率につきましては、一般的には５％と言われておりますが、あくまでも経験的な数値と私はとっております。ただ、この数字につきましては、５％が標準的かどうかというのは別にして、経済あるいは景気等に左右されるのではなかろうかと思っています。といいますのは、その状況を考えてどうするかということでございますので。うちは９.７％ですけれども、近隣の例を見ますと、２２年度を見ますとほかの町村は１０％を超えているところもございます。２３年度はまだ公表されておりませんのでわかりませんが、２３年度についても多分近隣の市町村はうちの９.７％よりも上にいくのではなかろうかと思っております。９.７％がどうかと言われても、私としては近隣の状況等を判断すると妥当といいますか、こういう数字と捉えております。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員、３回目です。

○８番（茂呂孝志君）標準財政規模は大体３％から５％ですよね。ですから、９.７％は非常に高いという認識を私は持っています。そして、これが上毛町では過去最高ですよね。確か２２年度は７％台だったと思います。年々これがふえているんですよね。ですから、この数字から見て、もっと住民生活にかかわるところに金を使ってもいいという状況にあると私は思います。この点を指摘しておいて、また委員会でも質疑をしていきます。
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、町長の提案理由に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１６、発議第４号　オスプレイの配備、低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）を議題とします。

　提出者に趣旨説明を求めます。

　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）オスプレイの配備、低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）の趣旨説明を行います。
　アメリカ政府は６月２９日、米海兵隊の垂直離着陸輸送機ＭＶ２２オスプレイの日本への配備を日本政府に通告いたしました。この動きに対して、沖縄県知事や県議会を初め、４１市町村の全議会と首長が全て配備に強く反対をしており、全国知事会も反対する決議を全会一致で採択いたしました。

　オスプレイは、開発試験段階から墜落事故を繰り返し、実戦配備後も事故が相次ぎ、ことし４月にモロッコ、６月にフロリダ州で訓練中に墜落したばかりです。米国議会でも、オスプレイの分析官が、エンジンが停止した場合、安全に着陸するオートローテーション機能に欠陥があると証言しています。日本航空法では、オートローテーションの能力がない回転翼機は飛行が禁止されています。安全性が実証されていないのに、森本防衛相は、オスプレイが緩やかに降下するとうその説明で配備を強行することを認めるわけにはいきません。オスプレイの低空飛行訓練は、沖縄県と本土に設置している六つのルートなど、日本各地で訓練する計画が明らかになっており、訓練ルートに当たる地域住民に耐えがたい危険をもたらすことは明白です。
　オスプレイの配備について、米国は、日米安保条約上の権利だと主張し、森本防衛相も、日本政府は条約上の権限はないと述べています。このような発言は、米軍に日本全土を自由勝手に部隊を運用する権限を与えた日米安保条約の有害性を浮き彫りにするものです。このことは、条約上の権限はないで済まされるものではありません。日本国民の生命と安全を侵す欠陥機であることは明白な軍用機を米国の言われるままに配備していいのか、政府の根本姿勢が問われています。
　私は、日本政府が米国政府に対し、オスプレイ配備中止を正面から提起し、この危険な欠陥機の配備を許さない姿勢をとることを強く求めるべきであると考えて、この意見書（案）を提出いたしました。皆さんの慎重なる御審議をお願いいたしまして、趣旨説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員の趣旨説明が終わりました。趣旨説明に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）我がまちの上空で訓練をするということが決定されていると思いますか。それから、我がまちの公益性はどのように反映されてくるのか。また、オスプレイ配置は、外交問題的にはどういうような関係があるのか。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）まちの上空を通るかどうかということ、はまだ正式にアメリカから話がないのでわかりませんけれども、ルートを計算すると、中津から英彦山、添田の一部から福岡県、そこを通って南のほうに飛んでいくという計算がされています。訓練ですから必ずその線を通るということではないですが、上毛町のどの位置になるかわかりませんけれども、その可能性はあると思います。

　それから、まちの問題についてどのような影響があるかということでありますが、上空を通れば必ず騒音は物すごいと思います。大体１５０メートルぐらいの高度で飛びますから。ＣＨ４６ヘリコプターよりも物すごいスピードが出るので、風圧は物すごいと思います。
　それから、外交上といっても、日本の国民に影響を与える、墜落すれば死亡事故を起こすわけですから、当然私はやめるべきだと言うことはできると思います。

　それから、訓練に対しては、ハワイとニューメキシコ州で反対だと言って、アメリカでは中止した例があります。そういうことで、アメリカで訓練を中止してなんで日本でやるのかということを私は言いたいわけです。

　以上です。答弁漏れがあったら言ってください。

○１０番（亀頭寿太郎君）もういい。委員会で付託されているから、そこで詳細に質疑をするから。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）私は日米同盟、あるいは日米安保条約を否定するわけじゃありませんし、特に国防に関しては米国の軍事力に依存するところが大変大きいわけでございます。さりとて今回のオスプレイだけをとってみた場合、飛行機自体の構造が非常に問題で、事故が多発していると、ほかの機種に比べると格段に事故率が高いということを考えた場合、私はオスプレイの機種のみを廃止すればいいと思うわけです。茂呂議員は、日米同盟と、あるいはオスプレイとの配備の関係をどういうふうに考えていますか。
○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）これは、アメリカのほうから、日米同盟や安保条約があるからアメリカに権限があると言われましたから、そういう意味で言ったわけであります。これに対して、沖縄県知事も、そうであればその対抗策として基地を閉鎖することを考えざるを得ないということも言っています。そういうふうなことです。これで廃止にするかどうかということではありません。アメリカがそれを盾に言ったものですから、言っただけです。

○議長（坪根秀介君）宮本議員。

○１番（宮本理一郎君）私はこの茂呂議員の意見書の内容に対して賛成をして、署名をしておりますが、共産党並びに茂呂議員の日米同盟、安保条約の問題を延長線上に考えているということに対して賛成しているわけではございませんで、オスプレイの配備をただ単にしないということになれば、一向に問題がないんじゃないかと思いますけれども、それはどうですか。

○議長（坪根秀介君）茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）意見書に書いてあるとおり、配備と低空飛行訓練を中止してくれということです。これに対して、アメリカが日米安保条約上の権限を持っていると言ったものですから言ったまでのことであって。内容については、安保条約のどうこうは意見の違いがあると思います。それは横に置いておいて、オスプレイの配備、低空飛行については、国民、特に沖縄県民は圧倒的に反対だという声が多いと思います。そういう意味で言っているわけです。ですから、今月の９日ですか、沖縄で集会が開かれまして、１０万人を超える方が集まったということを聞いています。

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、茂呂議員の趣旨説明に対する質疑を終了します。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、本日審議採決を行う議案の上程を行います。

　日程第４、報告第５号　平成２３年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてを議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、報告第５号について御説明を申し上げます。

　平成２３年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告について。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、平成２３年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を別紙監査委員の意見をつけて次のとおり報告する。

　まず、健全化判断比率でございますが、平成２３年度健全化判断比率の実質赤字比率につきましては、普通会計といたしましては赤字ではないということで、表の中で数値が表示されておりません。それから、連結実質赤字比率でございますが、これにつきましても普通会計と公営企業会計を合算したものでございますが、赤字ではないということで数値が表示されておりません。

　次の実質公債費比率でございますが、これは普通会計と公営企業会計、それと一部事務組合の会計を含めたものでございますが、１３.２％ということで、前年度が１３.９％で、０.７％減少しているところでございます。基準値の２５％を下回っているということでございます。

　それから、将来負担比率でございますが、借金が１年分に満たないということで、数字的に表示をされておりません。なお、表中の基準の３５０％でございますが、これにつきましては１００を１年分ということで考え、１００が借金と同等の額とした場合、３５０ということは３.５倍まで健全化判断比率として可能ということになっております。上毛町の場合は、１年分にその借金が満たないということで数字的には表示されていないということでございます。
　それから、資金不足比率でございますが、農業集落排水事業特別会計及び簡易水道事業特別会計とも資金不足がないということで、数字的には表示をされておりません。

　平成２３年９月１１日提出、上毛町長鶴田忠良。

　それから、次のページと３ページ目でございますが、平成２４年８月９日に、ただいま説明しました内容につきまして監査委員に審査をお願いした結果、審査意見書ということで監査委員の意見書をつけております。２の（１）の総合意見、それから（２）の個別意見、（３）の是正改善を要する事項に記載されていますように、健全な財政運営を行っている等々、また、特に改善すべき事項はないとの監査委員の審査意見をいただいております。

　以上で説明を終わらせていただきます。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑ありませんか。安元議員。

○６番（安元慶彦君）昨年もこの議会でお尋ねしたんですけれども、資金不足比率の関係ですが、特別会計といえども独立しておりますから、そこで収支というものが成り立っていかなければならないということの中で、農業集落排水、それから簡易水道につきましても、どうしても受益者のほうから徴収した分だけでは足りないということで、一般財源のほうから繰り出しておるということでした。単純に考えますともらった金が足りないから、資金がないから、一般会計からもらうんだということで、私の脳細胞が足りないのかわかりませんけれども、どうもそこら辺が資金が不足しているから一般財源から持っていくんじゃないですかという単純な考えが出るんですけれども、もう少しそこら辺を。ただ、私が思うには、一般会計というのはよそから借りてきた金じゃないですから、そこら辺から持ってくるものであるから資金の不足にはならないというのか、これがもしそういうことがなくて、よそから借りるというようなときには資金不足というものが生ずるという解釈になるのか、そこら辺を少し具体的に教えていただきたいと思います。

○議長（坪根秀介君）総務課長。
○総務課長（川口　彰君）難しい質問でございますが、あくまでも算定上は私が説明したようになります。言わんとすることはわかるんですけれども、計算上は、不足分は一般会計から繰り入れしていますので赤字はないとなっております。これは、こういう計算の仕方のものがありますので、私のほうからとやかく言うことではないんですけれども、それにのっとって、結果としてこうなったと理解してもらうしかないかなと思っております。

○議長（坪根秀介君）安元議員。

○６番（安元慶彦君）そうしますと、資金不足ということになれば、もらうほうを上げればそれが充当できるじゃないかという議論にもなったと思うんですよね。そこら辺が、我々がなかなか納得のいかない、わかりにくいといいますか。そうすれば、水道料金にしろ、あるいは集落排水にしろごんごん安くして一般財源を何ぼでも持っていけばいいじゃないかと、いわゆる資金不足はないんだよと解釈してもいいのか。現行の料金というものをいじらなくて、足りなければ一般会計のほうからどんどん持ってくれば資金はあるんだというようなことで解釈していいのか。私どもが住民と話をするときに、本来でしたらもう少し水道料金なんかを上げさせてもらって、それに充当していくんだということを言わなければならないんですけれども、それは上げなくてもいいんです、足りないところはほかの会計からどんどん金を持ってくるんですからと言ってしまっていいのかですよね。その点はどんなもんでしょうか。
○議長（坪根秀介君）総務課長。

○総務課長（川口　彰君）原則論といたしましては、議員御指摘のとおり一般会計から繰り出すことはできますけれども、ただ、特別会計の目的等を考えた場合、一般会計から特別会計に持っていく金額のバランス等を考慮すると、逆に言えば、足りないから全部持っていってもいいのかというものもありますけれども、そこらは特別会計の目的、農業集落排水につきましては一部の地域等の事業ということでやっておりますので、足らないから金額持ってくることもできますけど、ここは住民の理解が得られないのではなかろうかと思っています。難しい問題ですけれども、原則論は先ほど言いましたとおりでございます。
○議長（坪根秀介君）安元議員、３回目です。

○６番（安元慶彦君）こういう事業が、そのエリアの中の全ての方が受益を受けておれば問題ないんですけれども、中には水道を引いてない方、あるいは集落排水事業にしてもやってない方がいます。そこら辺に一般会計を余り持っていきますと、不公平というものが生じますから。ですから、一定の徴収料というものはいただいて、どうしてもこれ以上は今のあれからいくと無理だということで、ある程度バランス的なものも考えていかないと、加入している人と未加入の方との、税金の使い方によって不公平が起こりますから、私はそこら辺は無茶苦茶なことはできないと思うんです。できるだけそういうことのバランスというものを考えて、アンバランスにならないようにやっていくのが行政のあれですから。そういったことを考えますと、我々に示される表の中で資金不足はないんですよと言われると、これは私一人かもわかりませんけれども、どうも疑問が生じるということで、残念ですけど、総務課長の回答ではどうも私もなるほどということにはなりませんけど、もう少し私も研究してみましょう。もういいです。

○議長（坪根秀介君）ほかに質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　以上で本件の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）日程第１２、議案第３３号　専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第３号））を議題とします。

　議案内容の説明を求めます。

　総務課長。

○総務課長（川口　彰君）それでは、議案第３３号について御説明いたします。

　議案第３３号、専決処分の承認を求めることについて。

　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第３号）について、地方自治法第２７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同上第３項の規定によりこれを報告し承認を求める。

　平成２４年９月１１日提出、上毛町長鶴田忠良。

　理由。九州北部豪雨等により被災した農林水産施設及び公共土木施設を早急に復旧するため、専決処分をしたものでございます。
　次のページをお願いいたします。専決処分書をつけておりますが、平成２４年７月３０日付で平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第３号）を専決処分させていただいているところでございます。

　次のページをお願いいたします。補正予算書の第３号ということでございますが、今回の専決処分につきましては、第１条で歳入歳出の予算にそれぞれ１,１１０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億７２万２,０００円とするものでございます。
　まず、歳出でございますが、７ページをお願いします。
　今回の九州北部豪雨等により被災した道路等を早急に通行可能とするため、また国の災害査定を受検するに当たり、測量、設計等を早急に着手いたしますので、今回１０款の災害復旧費で１,１１０万円を追加し、３,２３５万円とするものでございます。内訳といたしましては、１項の農林水産施設災害復旧費で１,０１０万円、それから２項の公共土木施設災害復旧費で１００万円を専決処分するものでございます。
　前のページになりますが、６ページの歳入でございます。今回の財源といたしましては、地方交付税ということで１,１１０万円を計上させていただいております。
　以上で説明を終わります。

○議長（坪根秀介君）説明が終わりました。これから質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、質疑を終了します。

　これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「反対討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「賛成討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。
（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３３号、専決処分の承認を求めることについて（平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第３号））は承認することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから議案の委員会付託を行います。

　９月７日議会運営委員会の協議結果を資料として配付しております。議会運営資料４ページをごらんください。なお、付託議案の朗読に際しても、議案名朗読は省略します。
　認定第１号（所管分）、認定第４号、認定第５号、議案第３５号（所管分）、議案第３６号、発議第４号の６件は総務・産業・建設常任委員会へ、認定第１号（所管分）、認定第２号、認定第３号、認定第６号、認定第７号、議案第３４号、議案第３５号（所管分）の７件は文教・厚生常任委員会へそれぞれ付託いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表のとおり所管の常任委員会に付託することに決定しました。

　続いて、各常任委員会の開催日についてお諮りいたします。
　運営資料６ページ、委員会日程表（案）をごらんください。各常任委員会の開催日は議会運営委員会で決定いただいた日程案のとおりに決定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）異議なしと認めます。

　したがって、常任委員会の開催日は運営資料委員会日程表のとおり開催することに決定しました。

　以上で、本日の日程は全て終了いたしました。

　本日はこれにて散会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　散会　午前　１１時００分

　　　平成２４年９月１１日
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